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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
浅
野
哲
君
提
出
障
が
い
者
の
雇
用
環
境
整
備
に
向
け
た
制
度
拡
充
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
随
時
申
請
が
可
能
な
仕
組
み
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
障
害
者
の
雇
用
の

促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
令
第
三
十
八
号
）
第
二
十
条
の
二
第
一
項
第
二
号
ニ
に
規
定
す

る
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
等
を
担
当
す
る
者
（
以
下
「
手
話
通
訳
担
当
者
等
」
と
い
う
。
）
の
委
嘱
に
係
る
助
成
金
（
以
下

「
助
成
金
」
と
い
う
。
）
の
支
給
に
係
る
業
務
を
行
う
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
（
以
下
「
機

構
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
助
成
金
の
支
給
に
当
た
り
、
支
給
対
象
と
な
る
障
害
者
が
雇
用
さ
れ
て
か
ら
一
年
以
上
経

過
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
人
事
異
動
等
に
よ
り
手
話
通
訳
担
当
者
等
を
委
嘱
す
る
十
分
な
必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、
当
該
人
事
異
動
等
か
ら
一
年
以
内
で
あ
れ
ば
支
給
対
象
と
し
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
」

（
令
和
元
年
五
月
十
日
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
）
の
八
及
び
「
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議
」
（
令
和
元
年
六
月
六
日
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会
）
の
十
一
に
お
い
て
、
職
場
介
助
者



 

２ 

 

や
手
話
通
訳
者
の
派
遣
等
の
人
的
支
援
に
関
し
、
現
行
制
度
上
の
年
限
の
撤
廃
及
び
制
度
利
用
の
促
進
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
必
要
な
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
ス
ポ
ッ
ト
対
応
と
し
て
助
成
を
認
め
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
機
構
に

お
い
て
は
、
事
業
主
が
機
構
の
認
定
を
受
け
た
助
成
金
に
係
る
事
業
計
画
（
以
下
「
事
業
計
画
」
と
い
う
。
）
に
定
め
た
手

話
通
訳
担
当
者
等
を
変
更
す
る
場
合
に
は
、
事
業
主
に
対
し
て
、
原
則
と
し
て
、
事
前
に
、
事
業
計
画
の
変
更
承
認
の
申
請

を
行
う
こ
と
を
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
、
必
要
に
応
じ
て
、
事
業
主
が
手
話
通
訳
担
当
者
等
を
変
更
し
た
後
に
、
事
業
計
画
の

変
更
承
認
の
申
請
を
行
う
こ
と
も
認
め
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

障
害
者
雇
用
納
付
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
「
今
後
の
障
害
者
雇
用
施
策
の
充
実
強
化
に
つ
い
て
」
（
平
成
三
十
一
年
二
月

十
三
日
労
働
政
策
審
議
会
障
害
者
雇
用
分
科
会
意
見
書
）
に
お
い
て
、
「
納
付
金
制
度
は
、
障
害
者
を
雇
用
す
る
こ
と
は
事

業
主
が
共
同
し
て
果
た
し
て
い
く
べ
き
責
任
で
あ
る
と
い
う
社
会
連
帯
責
任
の
理
念
に
立
ち
、
事
業
主
間
の
障
害
者
雇
用
に

伴
う
経
済
的
負
担
の
調
整
を
図
る
と
と
も
に
、
障
害
者
を
雇
用
す
る
事
業
主
に
対
し
て
助
成
、
援
助
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、



 

３ 

 

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
と
職
業
の
安
定
を
図
る
た
め
の
制
度
で
あ
り
、
納
付
金
が
果
た
し
て
き
た
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に

も
・
・
・
納
付
金
制
度
を
引
き
続
き
適
切
に
運
用
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き

適
切
に
運
用
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 


